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おはなし「銀の櫂
かい

」　代表

植原悦子さん
　子どもの読書離れが進む中、長年、図書館や小学校などで、子どもたちにお話を語るストー
リーテリングの活動をしている、おはなし「銀の櫂」の植原さんにお話を伺いました。
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■ストーリーテリング（お話を語る）
ストーリーテリングとは、本を読んで聞かせる

「読み聞かせ」とは異なり、語り手が物語を覚えて、
聞き手に語り伝えます。聞き手は目に見えるもの
の助けを借りずに、声になった言葉に耳を傾け、
想像して楽しみます。

■おはなし「銀の櫂」
あさけプラザで司書をしていた友人に誘われて
入った、児童文学を研究する会で児童文学に触れ
ました。そして、昭和63年ごろに市立図書館が
開催した講座で、ストーリーテリングを知り、講
座に参加したメンバーと語りの会「どっこいしょ」
を立ち上げ、活動していました。その後、平成
16年にメンバーの２人とおはなし「銀の櫂」を
新たに作り、現在11人で世界中の昔話や童話を
題材に活動しています。

■お話の世界へ
月に１回、市立図書館
の児童室にある「かまく
ら」や、幼稚園、小学校
などでストーリーテリン
グを行っています。
本を読む「読み聞かせ」と一番違うところは、
聞き手の目を見て語れるところです。そして、文
字を介さずに話すことで、聞き手とお話を共有す
ることができると感じています。
語るときは、声色を変えたり、身振り手振りを
交えたりせずに、淡々と話すことを意識していま
す。過剰な演出をしないことを心掛けつつも、話
の間

ま

や強弱で物語に色をつけ、覚えた物語をいか
に自分の中で熟成させ、自然体で語れるかが大事
になります。メンバーと一緒に互いに語り合った
り、実際に学校などで何度も語ったりすることで、
自分の中でストーリーが熟成されて自分の言葉で
伝えられるようになります。

■物語の中で過ごす時間
ストーリーテリングは、話す人によって雰囲気

が変わりますが、聞き手一人ひとりの中でそれぞ
れの風景が異なります。例えば、絵本の「おおき
なかぶ」を語った際には、両手で抱える大きさを
イメージする人もいれば、部屋いっぱいのカブの
大きさをイメージする人もいます。
また、絵本のように絵を見て目の前でお話が展

開していくのではなく、語り手と聞き手が一緒に、
遠い国や何百年も昔の世界に行って、そこで物語
を体験することができる。そんな想像力を働かせ
られるようにお話をしています。
以前、小学校で語り

を披露したときに、女
の子が「ストーリーテ
リングはいい時間だ
ね」と感想を教えてく
れたときは、一緒にい
い時間を共有できたの
だととてもうれしかったです。
子どもの想像力が育つ一方で、年齢を重ねた人

は昔を思い出す時間を持つことができると思いま
す。高齢の人が、子どもにも負けないくらい前の
めりになって聞いてくれるのも面白いですよ。

■ストーリーテリングを知って体験
ストーリーテリングを知らない人は多いと思う

ので、まず知ってもらいたいですね。
ストーリーテリングはこんなもの、と説明する

よりも体験してもらった方が理解してもらえるか
なと思います。
これからも地域の交

流会、少人数での集ま
りなど、いろいろなと
ころで語ってみたいで
すね。

→

平成30年11月　下野小学校

市立図書館「かまくら」

銀の櫂　勉強会

９月放送のCTY−FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）


